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第３４回秋季大会は，「きてみんさい，語りんさい．頭脳

と手と心で生み出す 未来の成形加工」をスローガンに，

四半世紀ぶりに広島県広島市で開催いたします．本秋季大

会では，時代の要請に応えるプラスチック成形加工を真摯

に考え，具現化し，より良い未来を築くための場を提供い

たします．皆様と深く語らい，議論し合う研究発表（６分

野の特別セッション，一般講演，ポスターセッション）の

ほか，広島のモノづくりの歴史から近未来までを俯瞰する

特別講演，懇親会などを予定しております．皆様の積極的

なご参加を心よりお待ちしております．最新情報は，学会

ウェブページでお知らせいたしますので，ご確認をお願い

いたします．

１．日 時：２０２６年１１月１９日�，２０日�

２．会 場：広島国際会議場
〒７３０―０８１１広島県広島市中区中島町１―５

会場への交通アクセス詳細は，下記ホーム

ページをご参照下さい．

https : //www.pcf.city.hiroshima.jp/icch/index.html

３．主 催：一般社団法人プラスチック成形加工学会

４．協 賛（予定）：化学工学会，型技術協会，機能性フィ
ルム研究会，強化プラスチック協会，高分子学会，自

動車技術会，精密工学会，繊維学会，全日本プラスチッ

ク製品工業連合会，日本機械学会，日本合成樹脂技術

協会，日本ゴム協会，日本材料学会，日本接着学会，

日本繊維機械学会，日本塑性加工学会，日本バイオプ

ラスチック協会，日本複合材料学会，日本プラスチッ

ク機械工業会，日本レオロジー学会，ナノテクノロジー

ビジネス推進協議会，マテリアルライフ学会，SPE

日本支部

５．後 援：広島市，公益財団法人広島観光コンベンショ
ンビューロー，公益財団法人中国電力技術研

究財団

６．内 容：
６．１ 特別講演
技術講演１件，文化講演１件を予定しております．

６．２ 特別セッション
特別セッション�
「成形加工装置の高度化とプロセス革新」

〈松本紘宜（九州工業大学），木村公一（日本製鋼所），

亀田隆夫（三光合成），井上玲（TOYOイノベックス），

小塚誠（日精樹脂工業）〉

混練，押出成形，射出成形をはじめとする成形加工

プロセスにおいて，機械の高機能化・高付加価値化，

制御技術，型技術，センシング技術の開発は，高品質

かつ安定した成形加工を実現する上で不可欠です．近

年では，リサイクル技術の進展や環境負荷低減に向け

た省エネルギー化，プロセスの合理化に対する要求が

高まっています．本セッションでは，成形現象の理解

を目的とした学術研究から，実機を用いた応用・実用

研究までを広く対象とし，成形加工装置の高度化とプ

ロセス革新に関する議論の場として企画しました．多

数のご講演のお申込みをお待ちしております．

特別セッション�
「サーキュラーエコノミー実現に向けたゴム・エラス

トマー材料・プロセス開発の最前線」

〈河原成元（長岡技術科学大学），山本祥正（東京工業

高等専門学校），長谷朝博（産業技術総合研究所）〉

ゴム・エラストマーは，無機材料や金属材料には見

られないゴム弾性や粘弾性といったユニークな性質を

示します．そのため，モビリティをはじめ，産業機器，

建設・インフラ，医療・ヘルスケア，日用品まで，幅

広い産業分野の製品に利用されています．近年，ゴム・

エラストマー分野において，マテリアルリサイクルの

ための脱硫による再生ゴム化，バイオマス原料の導入

等，サーキュラーエコノミー実装に資する材料・プロ

セスの開発が盛んに行われています．本セッションで

は，このような材料・プロセス開発において重要とな

る反応制御，構造解析，物性評価等に関して議論する

場を提供します．多数のご講演の申し込みをお待ちし

ております．

プラスチック
成形加工学会 成形加工シンポジア’２６

プラスチック成形加工学会 第３４回秋季大会
「きてみんさい，語りんさい．

頭脳と手と心で生み出す 未来の成形加工」

情報URL https : //www.jspp.or.jp/
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特別セッション�
「持続可能な社会の実現に貢献する環境調和型高分子

材料」

〈榊原圭太（産業技術総合研究所），中山祐正（広島大

学）〉

持続可能社会の実現に向けて，サステナブルな環境

調和型高分子への期待はますます高まっています．本

セッションでは，セルロースやナノセルロース，微生

物産出ポリエステルなどの再生可能なバイオベース高

分子およびそれらを活用した成形材料や複合材料，環

境中の微生物によって分解される生分解性高分子，さ

らにはマテリアルリサイクルやケミカルリサイクルを

考慮した分子設計や成形加工技術など，多様なアプ

ローチを取り上げます．材料設計，界面制御，構造解

析から加工プロセス，製品循環，LCA，データ駆動

型材料開発まで一連の検討を通し，環境調和型高分子

がもたらす新しい価値と応用可能性を総合的に議論す

る場を提供します．

特別セッション�
「成形加工における結晶化制御と構造・物性発現」

〈山崎慎一（岡山大学），安田周平（マツダ），比江嶋

祐介（金沢大学）〉

高分子材料の性能は，成形加工過程における結晶化

挙動とそれに伴う構造形成に大きく依存します．近年，

流動場・温度場・ひずみ速度場などの外場を活用した

結晶化制御により，高度な機能発現が可能となってい

ます．一方で，プロセス条件と結晶構造・物性の相関

を定量的に理解することが非常に重要です．本セッ

ションでは，成形加工における結晶化制御を軸に，射

出・押出・延伸など各種プロセスにおける現象理解か

ら，構造・物性相関，成形条件最適化，実用材料への

展開，さらには in－situ 計測，シミュレーション，デー

タ駆動型設計まで，産学双方からの幅広い研究発表を

募集します．

特別セッション�
「脱炭素と資源の海外依存低減に向けた複合材料」

〈片桐一彰（広島大学），大谷章夫（京都工芸繊維大学），

垰幸作（大阪産業技術研究所），渡邊宏臣（産業技術

総合研究所）〉

近年，環境負荷の低減や循環型社会の実現に加え，

国際情勢の緊迫化により，原材料価格の上昇やサプラ

イチェーンの脆弱性を背景として，資源を有効に活用

するための技術の重要性が急激に高まっています．複

合材料においても，脱炭素化やリサイクル性の向上と

ともに，石油資源から脱却するためのプロセス技術が

重要となっています．本セッションでは，再生資源及

び国内由来材料の適用，それらに親和性の高い繊維強

化樹脂，ナノコンポジット，ポリマーブレンドなどの

複合材料や，成形技術，アロイ化技術，モルフォロジー

制御などのプロセッシング技術について幅広く議論し

たいと思います．

特別セッション�
「素材と成形加工技術が結び合う，中国四国地域共創」

〈田平公孝（広島県立総合技術研究所），甲加晃一（岡

山県工業技術センター），村田拓哉（鳥取県産業技術

センター），瀧石朋大（高知県立紙産業技術センター），

鎌倉駿（徳島県立工業技術センター）〉

中国四国地域では化学コンビナートを起点とする化

学工業や，自動車製造業，造船業などの重化学工業と

いった特徴があり，これらに関連した多彩なプラス

チック成形加工があります．また，環境対応の観点か

ら，木質資源等のバイオマスとの複合化，プラスチッ

クのリサイクルも進んでいます．本セッションでは，

これら地域の特徴を活かしたプラスチック成形加工技

術に係わるご講演を中四国の企業・公設試の皆様を対

象に幅広く募り，地域共創を軸とした交流を深めたい

と考えております．是非とも多数のご講演の申し込み

をお待ち致しております．

６．３ 一般セッション
１．射出成形

２．押出成形・混練

３．ブロー成形・熱成形

４．紡糸・フィルム成形

５．熱硬化成形・反応成形

６．超臨界流体・発泡技術

７．金型・成形機・周辺機器

８．構造・物性・評価

９．接着・接合

１０．アロイ・ブレンド

１１．複合材料

１２．工業レオロジー

１３．新成形法

１４．マイクロ・ナノ

１５．環境・リサイクル

１６．CAE

１７．３Dプリンティング・

１８．DX

１９．加飾・二次加工

２０．その他

６．４ ポスターセッション
〈中山超（産業技術総合研究所），尾原正俊（芝浦機械），

木田拓充（滋賀県立大学）〉

発表者と大会参加者の活発なコミュニケーションの

場として，ポスターセッションを設けます．ポスター

セッションにおける優れた発表に対しては，優秀ポス

ター賞として表彰を行う予定です．

６．５ 広告・機器展示（予定）
企業・大学・公設試験研究機関の機器・技術アピー

ル，技術交流や人材交流の促進を目的に，広告・機器

展示を実施します．展示ブースでの会社紹介・カタロ

グ・機器展示に加え，WEBサイトでのバナー掲載，

企業情報の掲載，大会会場での大判広告掲示など多様

な PRが可能です．ゴールド・シルバー・ブロンズの

各区分から目的に応じてお選びいただけます．詳細は

大会WEBサイトにてお知らせいたします．
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７．参加登録
秋季大会に参加する方は，全員，参加登録が必要となり

ます．参加登録はオンライン受付のみとなります．参加登

録は９月１日	開始を予定しております．
参加費は，下表のとおりです．表以外の参加区分など参

加登録の詳細は，今後大会ウェブページにてお知らせいた

します．

本大会では，参加登録は最終日まで可能です．

８．講演申込等のスケジュール（予定）：

講演申込締切：２０２６年７月３１日�
�予稿原稿締切：２０２６年１０月１６日�
�参加申込締切：当日まで

９．秋季大会に関する問い合わせ先：
プラスチック成形加工学会第３４回秋季大会（成形加工

シンポジア'２６）実行委員会

委 員 長： 木原 伸一（広島大学）

副委員長： 引間 悠太（産業技術総合研究所）

福澤 洋平（日本製鋼所）

田平 公孝（広島県立総合技術研究所）

E-mail：symposia2026@jspp.or.jp

参加区分 参加費

会員

正会員・
賛助会員・
依頼講演

１３，０００円

不課税
協賛学協会 １８，０００円

学生 ３，０００円

非会員
一般 ２５，０００円

課税
学生 ３，０００円
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